
 ＪＲ総連は、ＪＲ東労組・ＪＲ貨物労組・９条連の仲間とともに日比

谷公園大音楽堂にて開催された日本弁護士連合会・再審法改正を

めざす市民の会主催の「今こそ変えよう！再審法～カウントダウン

袴田判決」に参加しました。（主催者発表全体 2，500人） 

 １９６６年に静岡県で発生した一家４人強盗殺人事件で、１９８０

年に死刑が確定した袴田巖さん(８８)の再審公判の判決が９月２６

日に出されます。現在の再審法では、検察のさじ加減一つで長期化

されることから、再審手続きの早期化で、えん罪で苦しめられる人た

ちを救うための法改正をめざしています。袴田さん自身も無罪を訴えて４４年の月日が経過

し、拘禁期間も４７年も狭い拘置所に閉じ込められて人生を狂わされました。 

 ＪＲ総連も、えん罪・ＪＲ浦和電車区事件を経験しており、権力による弾圧とたたかってきま

した。いまだになくならないえん罪と、権力からの弾圧に抗するために、公平・公正で人権が

尊重される社会をめざす必要があります。そのためにも、えん罪事件から弾圧の本質を学び、

「抵抗とヒューマニズム」を基底に、一人ひとりが声をあげ、団結力を高め、全員で行動をし

ていきましょう！ 

ＪＲ総連通信 
２０２４年９月２０日 №１７７４ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

ＪＲ総連はすべてのえん罪事件を許さず 

袴田さんを支え、再審法改正に向けて声をあげていく！ 

集会動画（YouTube）QRコード  


